
Abbott device

①　プログラマでのバッテリ情報確認

【Pacemaker（Zephyr/Victory/Verityシリーズ）】

【Pacemaker（Accent/Assurity/Endurityシリーズ）、CRTP（Allure/Quadra Allureシリーズ）】

【ICD（Fortify/Ellipse/Fortify Assuraシリーズ）、CRTD（Unify/Quadra Assuraシリーズ）】

アボットメディカルジャパン 
バッテリチェック方法



Abbott device

②　印刷（PDF）データでのバッテリ情報確認

③　バッテリ情報の判読 

バッテリ情報の判読

☑電池寿命（年）

☑電圧（V）

※ERIまでの残容量

ERIになると、“N/A”と表示（N/Aは0%の意味）

バッテリ情報の判読

☑電池寿命（年）

☑電圧（V） ※バッテリーと表示

☑マグネットレート（min-1）

☑ERIまでの残容量（％）

【Pacemaker（Zephyr/Victory/Verityシリーズ）】

【Pacemaker（Accent/Assurity/Endurityシリーズ）、CRTP（Allure/Quadra Allureシリーズ）】

☑マグネットレート（min-1）

【全デバイス共通】

アボットメディカルジャパン 
バッテリチェック方法



Abbott device

③　バッテリ情報の判読 (続き)

④遠隔モニタリング

✔ ERIになった日が表示されるため、その日から3カ月以内の交換を推奨してください

✔ ICDやCRTDはERI～EOLの期間において、最低6回のMax Energyでのショックを放出できるように設計されていますが、

ERIになったら速やかにデバイス交換を検討してください

バッテリ情報の判読

☑電池寿命（年）

☑ERIまでの残容量（％）

※電池電圧は表示されません

【ICD（Fortify/Ellipse/Fortify Assuraシリーズ）、CRTD（Unify/Quadra Assuraシリーズ）】

※ERIまでの残容量

ERIになると、“N/A”と表示（N/Aは0%の意味）

【Pacemaker（Accent/Assurityシリーズ）、CRTP（Allure/Quadra Allureシリーズ）】

【ICD（Fortify/Ellipse/Fortify Assuraシリーズ）、CRTD（Unify/Quadra Assuraシリーズ）】

✔ 遠隔モニタリング（Merlin.net）では、プログラマの印刷データ（PDF）と全く同じものが表示されます

アボットメディカルジャパン 
バッテリチェック方法



＜MicroPort社製 BRADY / TACHYデバイスのバッテリー評価方法＞ 

BRADYデバイスのバッテリー評価：REPLY/ENO/KORA 

TACHYデバイスのバッテリー評価：PLATINIUM 

TACHYデバイスのバッテリー評価：PARADYM / INTENSIA 

日本マイクロポートCRM 
バッテリチェック方法



印刷イメージでのバッテリー評価： 

 

 

印刷の方法 

 

① 印刷項目の選択（画面は通常の選択項目） 

② 印刷ボタン（外部プリンタを使用する場合は出力先を選択） 

日本マイクロポートCRM 
バッテリチェック方法



Attesta, Sphera, Adapta, Versa, Sensia, InSync III

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

画面右側にある『<データ』Ⓐアイコンをタッチし、表示
されるプルダウンメニューから『電池およびリード測
定』Ⓑを選択します。
表示された『電池およびリード測定』画面の中から予測
寿命、電圧、インピーダンス（Ⓒ）を確認します。各機種
により指標が異なりますので、別紙の一覧表を参考にし
てください。
必要に応じて、『印刷』Ⓓをタッチし電池に関するデータ
を印刷します。

印刷された『電池およびリード測定レポート』にはプロ
グラマー画面と同じ情報が表示されています。別紙の一
覧表を参考に、予測寿命、電圧、インピーダンス（Ⓔ）を
確認してください。

Ⓔ

Reveal DX, Reveal XT, Reveal LINQ 

Ⓐ

画面左上部にある『Battery Status』Ⓐを確認します。メド
トロニックのICMは植込みから3年が製品寿命の目安とな
りますが、ステータスが『Good』以外になりましたら交
換を推奨します。各機種により指標が異なりますので、
別紙の一覧表を参考にしてください。
必要に応じて、『印刷』Ⓑをタッチしデータを印刷します。

Ⓑ

印刷された『Quick Look Report』にはプログラマー画面と
同じ情報が表示されています。別紙の一覧表を参考に
『Battery Status』Ⓒを確認してください。

Ⓒ

日本メドトロニック 
バッテリチェック方法



EnRhythm, Concerto, Secura, Consulta, Protecta

画面左上にある『電池』Ⓐをタッチし、『データ-電池お
よびリード測定』開きます。
『データ-電池およびリード測定』が表示されたら電池電
圧Ⓑを確認します。各機種により指標が異なりますので、
別紙の一覧表を参考にしてください。
必要に応じて、『印刷』Ⓒをタッチし電池に関するデータ
を印刷します。

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

印刷された『電池およびリード測定レポート』にはプロ
グラマー画面と同じ情報が印刷されています。別紙の一
覧表を参考に、電池電圧Ⓓを確認してください。

Ⓓ

Advisa, Micra, Syncra CRT-P, Consulta CRT-P, Viva CRT-P

Ⓑ

Ⓒ

画面左上にある『予測寿命』Ⓐをタッチし、『データ-電
池およびリード測定』開きます。
『データ-電池およびリード測定』が表示されたら電池電
圧、予測寿命（Ⓑ）を確認します。各機種により指標が異
なりますので、別紙の一覧表を参考にしてください。
必要に応じて、『印刷』Ⓒをタッチし電池に関するデータ
を印刷します。

Ⓐ

印刷された『電池およびリード測定レポート』にはプロ
グラマー画面と同じ情報が印刷されています。別紙の一
覧表を参考に、電池電圧、予測寿命（Ⓓ）を確認してくだ
さい。

Ⓓ

日本メドトロニック 
バッテリチェック方法



Azure, Evera, Visia, Viva CRT-D, Compia, Amplia, Claria, 
Percepta, Solara

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

画面左上にある『予測寿命』Ⓐをタッチし、『データ-電
池およびリード測定』開きます。
『データ-電池およびリード測定』が表示されたら予測寿
命、電池電圧（Ⓑ）を確認します。各機種により指標が異
なりますので、別紙の一覧表を参考にしてください。
必要に応じて、『印刷』Ⓒをタッチし電池に関するデータ
を印刷します。

印刷された『電池およびリード測定レポート』にはプロ
グラマー画面と同じ情報が印刷されています。別紙の一
覧表を参考に、予測寿命、電圧（Ⓓ）を確認してください。

Ⓓ

日本メドトロニック 
バッテリチェック方法



①プログラマ画面のバッテリ情報確認 ②印刷（PDF）データでのバッテリ情報確認

Evia,Estella
シリーズ

（ペースメーカ）

現行デバイス

※現行デバイスとEvia,Estellaシリーズのプログラマ画面は同デザインです

全ICD、CRT-D
ERIまでの予測寿命[%]にて
バッテリ残量を確認してください。

Eviaシリーズ(ペースメーカ、CRT-P)
ERIまでの予測寿命[何年何ヶ⽉]及び
[%]にてバッテリ残量を確認してください。

現⾏デバイス
「Follow-up」画⾯のバッテリゲージ[％]、及びERIまでの

予測寿命[何年何ヶ⽉]にてバッテリ残量を確認してください。
ICD、CRT-DはERIまでの予測寿命は表⽰されませんので、

バッテリゲージ[%]のみで判断してください。

最後に「Print」を押してください。

現⾏デバイス（ペースメーカ、CRT-P）
ERIまでの予測寿命[何年何ヶ⽉]及び
[%]にてバッテリ残量を確認してください。

バイオトロニックジャパン 
バッテリチェック方法



過去デバイス
（ペースメーカ）

過去デバイス
（Lumax540）

製品名 期待寿命 設定条件

PhilosⅡ DR 5.9年
DDDRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

PhilosⅡ SLR 7.3年
VDDモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

PhilosⅡ SR 7.3年
VVIRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Kalos DR 5.9年
DDDRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Kalos SLR 7.3年
VDDモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Kalos SR 7.3年
VVIRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Talos DR 5.9年
DDDRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Talos SR 7.3年
VVIRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Echos DR 5.9年
DDDRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

Echos SR 7.3年
VVIRモード,

100%ペーシング,60ppm,3.6V/0.4ms,500Ω

③　バッテリ情報の判読
基本、バッテリゲージ（％）、予測寿命（何年何ヶ月）で判断をお願い致します。
【注意】下表の機種は既に期待寿命を過ぎております。以下の二点について、ご留意ください。
①リチウムヨウ素電池の特性として、期待寿命が過ぎた電池では急激な電池抵抗の上昇と電池電圧の低下をきたすことがありま
す。交換指標が現れていなくても、期待寿命が過ぎている場合には1～2か月ごとのフォローアップを推奨します。
②期待寿命を過ぎている電池ではフォローアップ中にも急激な電池低下をきたすことがあります。フォローアップの際には必ず心電
図を装着してからワンドによるテレメトリーを行ってください。

過去デバイス（ペースメーカ）
ERIまでの予測寿命[何年何ヶ⽉]にて
バッテリ残量を確認してください

全ICD、CRT-D
ERIまでの予測寿命[%]にて

バッテリ残量を確認してください。

過去デバイス（Lumax 540）
「Status」画⾯のバッテリゲージ[％]
にてバッテリ残量を確認してください。

最後に「Print」を押してください。

過去デバイス（ペースメーカ）
「Follow-up」画⾯のERIまでの予測寿命「何年
何ヶ⽉」にてバッテリ残量を確認してください。

最後に「Print」を押してください。

バイオトロニックジャパン 
バッテリチェック方法



ボストン製デバイス電池状態確認⽅法 1

①プログラマでのバッテリ情報確認

プログラマ起動画⾯より
「Quick Start」を選択
患者様使⽤機種を⾃動判別して
イントロゲート（データ読込）
が開始します

現⾏世代機種の画⾯表⽰

旧世代機種の画⾯表⽰

イントロゲート後
「電池」欄の「EXPLANTまでのおおよその時間」
に交換指標までの年⽉⽇が表⽰されます

イントロゲート後
「Battery Status」欄の
「Longevity Remaining」に
交換指標までの年⽉⽇が表⽰されます

ボストン・サイエンティフィックジャパン 
バッテリチェック方法



②印刷(PDF)でのバッテリ情報確認

③バッテリ状態の判読

印刷英語表記

PDF⽇本語表記

「Longevity Remaining」に交換指標までの年⽉⽇が表⽰されます

「交換までの予測期間」に交換指標までの年⽉⽇が表⽰されます

旧機種の表記
BOL 電池状態が⼗分ある状態を⽰します
ERT 交換指標を⽰します （3か⽉以内の交換が必要）
EOL 電池容量低下を⽰します （即時交換が必要）

新機種の表記
One Year Remaining 残存期間1年を⽰します
Explant 交換指標を⽰します （3か⽉以内の交換が必要）
Depleted 電池容量低下を⽰します （即時交換が必要）

ボストン製デバイス電池状態確認⽅法 2

ボストン・サイエンティフィックジャパン 
バッテリチェック方法


	フォローアップ間隔延長手引きバッテリチェック（案）.pdf
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